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概要
LM4120 は、高精度で、低消費電力、低ドロップアウト・バンド

ギャップ基準電圧源で、最大 5mA の出力電流ソースおよびシンク能
力を備えています。
このシリーズの基準電圧源は入力電圧 2V ～ 12V で動作し、消費

電流は 160µA（Typ）です。パワーダウン・モードでは、デバイスに
流れる電流は 2µA未満に低下します。

LM4120には、2つのグレード（Aおよび標準）と 7 種類の電圧オ
プションがあり、さまざまな用途に柔軟に対応できます。Aグレード
のデバイスは初期精度が 0.2% で、標準グレードのデバイスは初期
精度が 0.5% です。両方とも－ 40℃～＋ 125℃の動作温度範囲内で
温度ドリフト係数 50ppm/℃が保証されています。

LM4120はドロップアウト電圧と消費電流が非常に低く、またパ
ワーダウン機能を備えているため、バッテリ駆動のポータブル機器
には理想的なデバイスです。

LM4120の性能は工業用温度範囲（－40℃～＋85℃）で保証され
ていますが、仕様の中には拡張温度範囲（－40℃～＋125℃）で保証
されているものもあります。拡張温度範囲で保証されている全仕様
については、ナショナルセミコンダクター社にお問い合わせ下さい。
LM4120は、標準の 5 ピン SOT-23 パッケージで供給されます。

特長
■ 小型 SOT23-5 パッケージ
■ 低ドロップアウト電圧 : 120mV（Typ） @ 1mA

■ 高い出力電圧精度 : 0.2%

■ ソースおよびシンク電流出力 : ± 5mA

■ 消費電流 : 160µA（Typ）
■ 低温度ドリフト係数 : 50ppm/℃
■ イネーブル機能
■ 固定出力電圧 : 1.8V、2.048V、2.5V、3.0V、3.3V、4.096V、5.0V

■ 工業用温度範囲 : － 40℃～＋ 85℃
■ 拡張温度範囲－40℃～＋125℃についてはナショナルセミコン
ダクター社にお問い合わせ下さい。

アプリケーション
■ ポータブル、バッテリ駆動機器
■ 計測および工程制御用
■ 工業用
■ 試験装置
■ データ取得システム
■ 精密レギュレータ
■ バッテリ充電器
■ 基地局
■ 伝送機器
■ 医療用機器

LM4120
高精度マイクロパワー低ドロップアウト基準電圧源

機能ブロック図

個々の製品の部品番号については、このデータ・シートの製品情報を
参照して下さい。

ピン配置図

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない場合があります。
        製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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工業用温度範囲（－ 40℃～＋ 85℃）

SOT-23パッケージのマーキング情報
SOT-23は表面積が小さいため、マーキングのフィールドは 4 つし

かありません。各フィールドの意味は下記のとおりです。

フィールド情報

第 1 フィールド
　R = 基準電圧
第 2 および第 3 フィールド
　21 = 1.800V電圧オプション
　14 =  2.048V電圧オプション
　08 =  2.500V電圧オプション
　15 =  3.000V電圧オプション
　16 =  3.300V電圧オプション
　17 =  4.096V電圧オプション
　18 =  5.000V電圧オプション
第 4 フィールド
　A－B = 初期基準電圧精度
　A = ± 0.2%

　B = ± 0.5%
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絶対最大定格（Note 1）

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。

入力ピンおよびイネーブル・ピンの最大電圧 － 0.3V～ 14V

出力短絡時間 無制限
消費電力（TA = 25℃）（Note 2）
　MA05Bパッケージ－ θJA 280℃/W

　消費電力 350mW

ESD耐圧（Note 3）
　人体モデル 2000V

　マシン・モデル 200V

リード温度
　ハンダ付け（10秒） ＋ 260℃
　ベーパ・フェーズ（60秒） ＋ 215℃
　赤外線（15秒） ＋ 220℃

動作定格（Note 1）

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃
周囲温度範囲 － 40℃～＋ 85℃
接合部温度範囲 － 40℃～＋ 125℃

電気的特性 LM4120－ 1.8V、2.048V、2.5V
特記のない限り、VIN = 3.3V、ILOAD = 0、COUT = 0.01µF、TA = Tj = 25℃です。標準文字のリミット値は Tj = 25℃に対して適用され、太字のリ

ミット値は温度範囲－ 40℃≦ TA≦＋ 85℃にわたって適用されます。
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特記のない限り、VIN = 3.3V、ILOAD = 0、COUT = 0.01µF、TA = Tj = 25℃です。標準文字のリミット値は Tj = 25℃に対して適用され、太字のリ
ミット値は温度範囲－ 40℃≦ TA≦＋ 85℃にわたって適用されます。

電気的特性 LM4120－ 3.0V、3.3V、4.906V、5.0V
特記のない限り、VIN = VOUT＋ 1V、ILOAD = 0、COUT = 0.01 µF、TA = Tj = 25℃です。標準文字のリミット値は Tj = 25℃に対して適用され、太

字のリミット値は温度範囲－ 40℃≦ TA≦＋ 85℃にわたって適用されます。
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電気的特性 LM4120－3.0V、3.3V、4.906V、5.0V（つづき）
特記のない限り、VIN = VOUT＋ 1V、ILOAD = 0、COUT = 0.01 µF、TA = Tj = 25℃です。標準文字のリミット値は Tj = 25℃に対して適用され、太

字のリミット値は温度範囲－ 40℃≦ TA≦＋ 85℃にわたって適用されます。

Note 1: 「絶対最大定格」とは、デバイスに破壊を生じさせる可能性があるリミット値をいいます。「動作定格」とは、デバイスが正しく機
能する条件を示していますが、特定の性能リミット値を保証するものではありません。保証された仕様および関連する試験条件
については、「電気的特性」を参照して下さい。保証された仕様は上記の試験条件に対してのみ適用されます。デバイスを上記以
外の試験条件で動作させた場合、性能特性が低下することがあります。

Note 2: プリント基板の拡張銅箔領域がない場合です。最大消費電力は、温度上昇時にはディレーティングする必要があり、TJMAX（最大
接合部温度）、θJ－A（接合部－周囲間の熱抵抗）、および TA（周囲温度）により制限されます。任意の温度における最大消費電力
は次の式で求められます。PDissMAX = （TJMAX－ TA）/θJ－ A（絶対最大定格に示されている値まで）。

Note 3: 人体モデルでは、1.5kΩの抵抗を介して 100pF のコンデンサから各端子に放電させます。マシン・モデルでは、200 pF のコンデン
サから直接各端子に放電させます。

Note 4: Typ（代表）値は 25℃における値で、最も標準的な値を表します。
Note 5: リミット値は、25℃において全数生産時に試験されます。動作温度範囲を超えるリミット値は、統計的品質管理法（SQC）を使

用して、相関により保証されています。このリミット値は、ナショナルセミコンダクター社の平均出荷品質レベル（AOQL）の
計算に使用されます。

Note 6: ドロップアウト電圧とは、VOUTと VIN間の電圧差のことです。VOUTを 1.8V、2.0V、2.5V バージョンの場合は VIN = 3.3V から、
そして他の電圧バージョンの場合は VIN = VOUT＋ 1V から下げていき VOUTが規定値より 1%下がった時点での入出力電圧差と
して規定しています。1.8Vバージョンの場合、ドロップアウト電圧は温度に対して保証されません。入力ピンと出力ピンの間に
は寄生ダイオードがあり、VOUTが VINより高くなると導通状態になります。

Note 7: 熱的ヒステリシスとは、デバイスを極端な高温または低温の下に置く前と置いた後の、25℃における出力電圧の変化として定義
されています。

Note 8: 出力ノイズ電圧 VNは VOUTに比例します。他の出力電圧バージョンの VNは、（VN（1.8V）/1.8） * VOUTにより求めます。VN（2.5V）
=（36µVPP/1.8） * 2.5 = 46µVPPとなります。

Note 9: 長期間の安定性とは、25℃において 1000 時間継続的に測定した VREFの変化のことです。

LM4120代表的な動作特性
特記のない限り、VIN= 3.3V、VOUT = 2.5V、 ILOAD = 0、COUT = 0.022µF、TA = 25℃、VEN = VINです。
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特記のない限り、VIN= 3.3V、VOUT = 2.5V、 ILOAD = 0、COUT = 0.022µF、TA = 25℃、VEN = VINです。
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LM4120 代表的な動作特性（つづき）
特記のない限り、VIN= 3.3V、VOUT = 2.5V、 ILOAD = 0、COUT = 0.022µF、TA = 25℃、VEN = VINです。
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出力（5 ピン） :基準電圧出力
入力（4 ピン） : （＋）電源
グランド（2 ピン） : （－）電源またはグランド接続
イネーブル（3 ピン） : 通常動作時は入力に接続します。強制的にグ
ランド接続すると、出力がオフになります。
REF（1ピン） : REFピン。このピンは未接続のままにして下さい。

アプリケーション・ヒント
LM4120の標準的なアプリケーション回路をFigure 1に示します。

この回路は、0.022µF～ 0.047µFのセラミック出力コンデンサを使
用したときに安定するよう設計されています。ここで、0.022µFは
出力コンデンサの最小必要容量です。このコンデンサには、一般的
に約 0.1～0.5Ωの等価直列抵抗（ESR）があります。等価直列抵抗
は小さければ無視することができますが、大きくなると無視できな
くなる場合があります。出力コンデンサの容量は最大1µFまで大き
くして負荷過渡応答特性を改善することができますが、0.047µF を
超えるコンデンサを使用する場合はタンタル・コンデンサを使用す
る必要があります。1µF程度のタンタル・コンデンサを使用する場
合は、出力ピンと REFピンの間に小容量のコンデンサを接続する必
要があります。このコンデンサには、一般的には50pF程度のものを
使用します。この回路で1µF以上の出力コンデンサを使用するとき
は注意する必要があり、温度、入力および負荷について入念な試験
が必要になります。
一般的に入力コンデンサは不要ですが、0.1µFのセラミック・コン

デンサを使用すると、LM4120の入力の過渡応答を改善することがで
きます。0.1µFを超えるコンデンサを使用する場合は、タンタルまた
はアルミ電解コンデンサを使用して下さい。

REFピンはノイズおよび容量性負荷の影響を受けやすいため、基
板上ではこのピンを他とできるだけ離して下さい。
イネーブル・ピンは、ヒステリシスがほとんどないアナログ入力ピ

ンです。デバイスをオンにするためには約 6µAが必要で、オフにす
るためには GNDに落とす必要があります（スレッショルドについ
ては、スペックを参照して下さい）。このピンには、出力のグリッチ
を防止するために約 0.003V/µSの最小限のスルーレートがあります。
これらの条件はすべて、通常のCMOSまたはTTLロジックで簡単に
満たすことができます。シャットダウン機能が不要な場合は、安全の
ためこのピンを入力電源に直結して下さい。フローティング状態に
しておかないで下さい。

入力コンデンサ
電源の入力にノイズがあると、出力のノイズに影響を与える場合
がありますが、入力ピンとグランドの間にバイパス・コンデンサを外
付けすることによりこのノイズを低減することができます。

プリント基板のレイアウトについて
プリント基板を実装するときに基板に機械的な力がかかると、出
力電圧が初期値からシフトする場合があります。一般的に、SOTパッ
ケージの基準電圧源は、スモール・アウトライン（SOIC）パッケージ
のものに比べて、組み立て時に加えられる応力による影響が少ない
傾向にあります。
組み立て時の応力による出力電圧のシフトを低減するために、こ
の基準電圧源は、プリント基板上の縁または角に近い場所など、基板
のしなりによるストレスの小さい場所に取り付けて下さい。
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代表的なアプリケーション
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本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。また掲載内
容は予告無く変更されることがありますのでご了承下さい。

生命維持装置への使用について
弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品として使

用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用さ
れることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支持
するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に
使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与える
と予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のす
べての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置またはシス
テムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼす
ことが予想されるものをいいます。

ナショナルセミコンダクタージャパン株式会社
本　社／〒 135-0042　東京都江東区木場 2-17-16　TEL.（03）5639-7300

製品に関するお問い合わせはカスタマ・レスポン
ス・センタのフリーダイヤルまでご連絡ください。

フリーダイヤル�

0120-666-116

ち
き
ゅう
にやさしい

みどりをまも
る

この紙は再生紙を使用しています

http://www.nsjk.co.jp/
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外形寸法図 特記のない限り inches（millimeters）
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